
お

 

し
ら
せ

　

６
月
１
日
時
点
で
実
施
す
る
工
業
統

計
調
査
は
、
工
業
の
実
態
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
従
業
者
４
人

以
上
の
す
べ
て
の
製
造
事
業
所
に
回
答

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

調
査
結
果
は
、
中
小
企
業
施
策
や
地

域
振
興
な
ど
の
基
礎
資
料
と
し
て
利
活

用
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
票
に
記
入
さ
れ
た
内
容
は
、
統

計
作
成
の
目
的
以
外（
税
の
資
料
な
ど
）

に
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

工
業
統
計
調
査
を
実
施
し

ま
す

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
回
答
も
で

き
ま
す
の
で
、
調
査
の
趣
旨
・
必
要
性

を
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

企
画
情
報
課
情
報
統
計
係

☎
㉔
１
７
３
８

　

平
成
30
年
７
月
豪
雨
で
は
、
猛
烈
な

雨
の
影
響
で
、
河
川
の
氾
濫
、
浸
水
害
、

土
砂
災
害
な
ど
が
発
生
し
、
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

風
水
害
は
、
事
前
に
予
測
し
行
動
す

る
こ
と
で
、
被
害
を
少
な
く
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
普
段
か
ら
防
災
意
識
を

高
め
、「
自
ら
の
命
は
自
ら
で
守
る
」

と
い
う
心
構
え
を
持
ち
、
い
ざ
と
い
う

時
に
自
発
的
な
行
動
が
と
れ
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

【
日
頃
の
心
が
け
】

▽
正
確
な
情
報
を
す
ば
や
く
入
手
す
る

▽
避
難
場
所
を
把
握
す
る

（ 

避
難
経
路
に
つ
い
て
も
事
前
に
確

認
）

▽ 

日
頃
か
ら
地
域
で
協
力
し
て
災
害
に

備
え
る

▽ 

身
に
危
険
を
感
じ
た
ら
、
早
め
早
め

の
避
難
行
動
を
と
る

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
消
防
署
本
署　

☎
㉔
０
１
１
９

長
浜
支
署　
　
　
　

☎
�
０
１
１
９

川
上
支
署　
　
　
　

☎
34
２
８
５
１

　

自
動
車
税
の
納
期
限
は
、
５
月
31
日

㈮
で
す
。
今
年
度
か
ら
は
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
で
の
納
付
に
加
え
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ
で
の
納
付
が
可

能
に
な
り
ま
し
た
。

　

自
動
車
税
は
、
車
検
を
受
け
る
と
き

に
納
め
れ
ば
よ
い
と
い
う
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
必
ず
納
期
内
に
納
め
て
く

だ
さ
い
。

【
納
付
で
き
る
場
所
】

金
融
機
関
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
・

郵
便
局
・
県
地
方
局
・
支
局

【
問
い
合
わ
せ
先
】

南
予
地
方
局
八
幡
浜
支
局
税
務
室

☎
０
８
９
４
（
２
２
）
４
１
１
１

　

働
く
こ
と
に
不
安
を
抱
え
る
障
が
い

者
を
見
守
る
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成
し
ま

す
。
障
が
い
者
支
援
に
必
要
な
障
が
い

特
性
や
合
理
的
配
慮
な
ど
の
基
礎
知
識

の
ほ
か
、
傾
聴
の
技
法
と
ス
キ
ル
を
身

に
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
日
　
時
】

５
月
22
日
㈬
・
23
日
㈭

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

【
会　

場
】

愛
媛
県
歴
史
文
化
博
物
館

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム

（
西
予
市
宇
和
町
卯
之
町
４
・
11
・
２
）

【
対
象
者
】

愛
媛
県
在
住
の
55
歳
以
上
の
人

※
両
日
と
も
に
参
加
で
き
る
人

【
問
い
合
わ
せ
先
】

愛
媛
県
生
涯
現
役
促
進
地
域
連
携
事
業

推
進
協
議
会

☎
０
８
９
（
９
１
３
）
６
３
３
９

E-M
ail:info@

ehim
e-syougaigeneki.jp

　

水
田
の
フ
ル
活
用
を
支
援
し
、
食
料

自
給
率
・
食
料
自
給
力
の
維
持
向
上
を

図
る
「
経
営
所
得
安
定
対
策
等
」
に
つ

い
て
、
農
業
者
に
対
す
る
相
談
窓
口
を

開
設
し
ま
す
。

　

申
し
込
み
方
法
や
制
度
内
容
な
ど
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
開
設
期
間
】

５
月
７
日
㈫
〜
６
月
21
日
㈮

午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
５
時

※
土
日
は
除
き
ま
す
。

【
設
置
場
所
】

市
役
所
１
階　

農
林
水
産
課
内

【
必
要
な
も
の
】

▽
営
農
計
画
書
（
控
）

▽
交
付
申
請
書

▽
認
め
印

※ 

新
規
の
人
は
、
認
め
印
お
よ
び
通
帳

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

風
水
害
に
備
え
る

平
成
31
年
度
自
動
車
税
の

納
期
内
納
付
に
つ
い
て

愛
媛
労
働
局
委
託
事
業

「
障
が
い
者
等
サ
ポ
ー
ト
養
成
研
修
」

経
営
所
得
安
定
対
策
等
相

談
窓
口
の
開
設
に
つ
い
て
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今
年
の
市
民
大
学
（
前
期
）
は
、
復

元
15
周
年
を
迎
え
る
大
洲
城
天
守
閣

と
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
「
大お
お

洲ず

城し
ろ

下し
た

物も
の

語が
た
り

」
の
発
刊
を
記
念
し
、
新
居
浜
市
出

身
で
三
重
大
学
の
藤
田
達た
つ

生お

教
授
を
招

き
、
大
洲
城
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
て
語
っ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

入
場
無
料
で
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
日　

時
】

５
月
25
日
㈯　

午
後
２
時
〜

※
開
場　

午
後
１
時
30
分
〜

【
場　

所
】

大
洲
市
役
所
２
階　

大
ホ
ー
ル

※ 

駐
車
場
は
、
市
役
所
立
体
駐
車
場
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
テ
ー
マ
】

大
洲
築
城
の
背
景
に
迫
る

―
大
洲
城
下
物
語
刊
行
に
寄
せ
て
―

【
問
い
合
わ
せ
先
】

生
涯
学
習
課　

☎
㉔
１
７
３
５

募
　集

イ

 

ベ
ン
ト

【
問
い
合
わ
せ
先
】

農
林
水
産
課　

☎
㉔
１
７
２
７

愛
媛
た
い
き
農
協　

営
農
企
画
課

☎
㉔
４
１
８
３

　

例
年
、
気
候
が
穏
や
か
に
な
る
春
先

か
ら
５
月
上
旬
に
か
け
て
小
型
船
舶
を

運
転
す
る
人
が
増
え
、
海
上
で
の
事
故

が
多
発
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

今
年
の
大
型
連
休
は
、
例
年
よ
り
長

期
に
な
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
に
多
く
の

事
故
発
生
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
小
型
船
舶
の
運
航
に
は

次
の
事
項
に
注
意
し
て
、
安
全
に
マ
リ

ン
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

【
自
船
の
安
全
確
保
３
カ
条
】

▽ 

発
航
前
、
機
関
や
燃
料
な
ど
の
点
検

の
実
施

▽
航
行
時
、
常
時
見
張
り
の
徹
底

▽
故
障
に
備
え
、
救
助
支
援
者
の
確
保

【
自
己
救
命
策
確
保
３
つ
の
基
本
＋
１
】

▽
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
常
時
着
用

▽
適
切
な
連
絡
手
段
の
確
保

▽
海
の
緊
急
通
報
１
１
８
番
の
活
用

▽ 

（
＋
１
）
家
族
や
知
人
に
行
き
先
や

帰
港
時
間
を
伝
え
る

【
問
い
合
わ
せ
先
】

松
山
海
上
保
安
部
交
通
課 

☎
０
８
９
（
９
５
１
）
０
５
５
３

第
４
回

県
展
入
選
者
作
品
展

松
山
海
上
保
安
部
か
ら
の

お
知
ら
せ

　

昨
年
の
秋
、
第
67
回
秋
季
県
展
に
入

選
・
入
賞
し
た
作
品
と
、
愛
媛
県
美
術

会
会
員
・
会
友
に
よ
る
県
展
出
品
作
品

に
加
え
て
、
大
洲
高
等
学
校
美
術
部
有

志
生
徒
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

　

入
場
は
無
料
で
す
の
で
、
み
な
さ
ん

の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

【
開
催
期
間
】

４
月
20
日
㈯
〜
５
月
31
日
㈮　

【
開
館
時
間
】
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

【
休
館
日
】

４
月
22
日
㈪
、
５
月
７
日
㈫
・
13
日
㈪
・

20
日
㈪
・
27
日
㈪

【
会　
　

場
】

大
洲
市
立
博
物
館　

５
階
特
別
展
示
室

【
出
品
部
門
】

日
本
画
、
洋
画
、
工
芸
、
書
道
、
写
真
、

デ
ザ
イ
ン

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
市
立
博
物
館　

☎
㉔
４
１
０
７

　

大
洲
扇
面
の
美
展
の
開
催
に
あ
た

り
、
次
の
と
お
り
、
作
品
を
募
集
し
ま

す
。

　

自
分
の
描
い
た
作
品
を
扇
子
に
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

【
応
募
要
項
】

　

規
定
の
扇
面
用
紙
に
絵
や
書
を
書
い

て
出
品
し
て
く
だ
さ
い
。

※
用
紙
は
山
荘
画
廊
で
販
売

【
出
品
料
と
点
数
】

１
点
８
０
０
円　

１
人
２
点
ま
で

【
募
集
期
限
】

５
月
19
日
㈰　

午
後
５
時
ま
で

【
送
付
先
】

〒
７
９
５
・
０
０
１
２

大
洲
市
大
洲
３
９
８

山
荘
画
廊　

井
上
高た

か

明あ
き　

宛

※ 

作
品
は
扇
面
用
紙
の
ま
ま
で
展
示

し
、　

展
示
終
了
後
、
希
望
が
あ
れ

ば
扇
子
に
仕
立
て
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

山
荘
画
廊　

☎
㉔
６
６
６
３

２
０
１
９
大
洲
市
民
大
学

（
前
期
）

第
1₉
回
大
洲
扇
面
の
美
展

作
品
募
集

藤田 達生 教授
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昨
年
７
月
、
未
曽
有
の
豪
雨
災
害
に

よ
り
、
養
老
酒
造
は
、
甚
大
な
被
害
に

遭
い
ま
し
た
。
私
も
復
旧
に
向
け
、
片

付
け
な
ど
の
作
業
に
追
わ
れ
ま
し
た

が
、
あ
ま
り
の
惨
状
に
気
持
ち
が
へ
こ

む
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
多

く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
の
姿

を
見
た
り
、
励
ま
し
の
声
を
い
た
だ
い

た
り
す
る
中
で
、
会
社
を
残
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
責
任
を
感
じ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
み
な
さ
ん
へ
の
恩
返
し

の
気
持
ち
も
込
め
、
家
業
を
継
ぐ
こ
と

を
決
意
し
ま
し
た
。

　

養
老
酒
造
で
は
、「
純
米
酒
」、「
本

醸
造
酒
」、「
上
撰
」
の
３
種
類
を
製
造

し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
純
米
酒

の
「
風
の
里
」
は
、
洗
米
か
ら
上
槽
ま

で
全
工
程
を
手
作
業
で
造
り
上
げ
て
い

ま
す
。
特
に
製
造
段
階
で
は
、
温
度
管

「
自
分
が
造
っ
た
お
酒
で
み
ん
な
を
笑
顔
に
」

理
に
こ
だ
わ
っ
て
作
業
し
て
い
ま
す
。

生
酒
本
来
の
滑
ら
か
な
の
ど
ご
し
と
芳ほ

う

醇じ
ゅ
ん

な
香
り
が
自
慢
の
「
風
の
里
」
を
ぜ

ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

　

今
後
、
酒
造
に
関
す
る
知
識
や
技
術

を
身
に
付
け
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

経
験
を
積
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
時
間

は
か
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
尊
敬

す
る
父
を
超
え
る
職
人
に
な
り
た
い
で

す
。
将
来
は
、
復
興
の
一
助
に
な
る
、

大
洲
市
を
元
気
に
す
る
よ
う
な
お
酒
を

つ
く
り
た
い
で
す
。

　みなさん、こんにちは。大洲高等学校肱川分校 3 年
の丸山恵

めぐ

美
み

です。
　肱川分校では、毎年秋に地域のみなさんをお招きし
て「秋の茶会」を開催しています。
　しかし、昨年度は、平成30年 7 月豪雨の影響により
校内の施設が利用できなくなりました。そこで、老人
デイサービスセンター「肱流苑」に場所を移し、「出

―次回は大洲農業高等学校からです。

張茶会」を開催しました。初めての場所での開催に
なりましたが、何でも「できない」と諦めるのでは
なく、みんなで知恵を出し合って、例年以上の素晴
らしい茶会になったと思います。
　来場してくださったみなさんをはじめ、肱流苑の
みなさん、そして肱川保育所のみなさん、本当にあ
りがとうございました。

養
よう

老
ろう

酒造　株式会社
（肱川町山鳥坂49番地　☎34－2352）

山内　倫
りん

太
た

郎
ろう

　さん
　「励ましの声は再開への力に
なった」と話す26歳。
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大洲高等学校肱川分校Vol.₂₆
～市内 ₆ 校の高校生によるリレーエッセイ～
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図書館
大洲市立図書館　　☎ 5₉ー4111

長浜分館 　☎ 52ー1121

肱川分館 　☎ 34ー231₉

河辺分館　 　☎ 3₉ー2111

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4

5 ₆ 7 8 ₉ 1₀ 11

12 13 14 15 1₆ 17 18

1₉ 2₀ 21 22 23 24 25

2₆ 27 28 2₉ 3₀ 31

（本文紹介TRCマークより）

※ 図書館のホームページで図書の検索や予約ができます。

　平成元年、大分のデザイン専門
学校の漫画コースの入試に挑んだ
歩。希望に満ちて入学した生徒た
ちは、平成31年を迎えて、どんな
大人に成長したのか―。平成を生
きた少年たちの漫画家青春群像活
劇。『きらら』連載を単行本化。

漫画ひりひり
風 カオル著　出版：小学館

（本文紹介TRCマークより）

　保育園を職場体験先に選んだ中
学 2 年の風汰。「なんだって、こん
なとこ選んじゃったんだろっ」と、
保育園の看板に目をやって、ため
息をついたこともあったが…。風
汰の 5 日間の物語。『日本児童文学』
連載に加筆し単行本化。

天使のにもつ（Y
ヤングアダルト

A）
いとう みく著、丹下 京子絵　出版：童心社

オススメ新着図書

　図書館では、国内旅行ガイドブックを新たに入
荷しました。日本全国の『まっぷるマガジン』や、
お子さんとの旅行に役立つ、国内主要都市の『る
るぶこどもとあそぼ！』シリーズをご用意してい
ます。
　暖かい季節に遠出をお考えの人はもちろん、夏
休みの旅行計画を早めに立てたい人も、ぜひご利
用ください。

5月展示「新生活の知恵」

■＝ 5 月の休館日

開館時間
午前 9時30分～午後 6時

 河辺分館のみ
平日は午後 5 時まで
土日祝日は午後 1 時まで

※ 31日㈮は館内図書整理日のため、
各分館は休館します。

肱川分館はまもなく
開館予定です。

どうぞお楽しみに。

新しい旅行ガイドブック
が入りました

開催日 講座内容 講　　師

5 /22 古文書解読講座 山田　広
ひろ

志
し

　学芸員

6 /26 文学・歴史講座 岡崎　直
なお

司
じ

　先生

7 /24 古文書解読講座 山田　広志　学芸員

8 /28 文学・歴史講座 岡崎　直司　先生

9 /25 古文書解読講座 山田　広志　学芸員

10/23 古文書解読講座 山田　広志　学芸員

11/27 文学・歴史講座 藏本　　諭
さとし

　学芸員

1 /22 古文書解読講座 山田　広志　学芸員

2 /26 文学・歴史講座 山田　広志　学芸員

3 /25 古文書解読講座 山田　広志　学芸員

【日　時】　第 4 水曜日（午前 9 時45分～11時25分）
【場　所】　大洲市立図書館コミュニティホール
　　　　　※ 5 月22日㈬のみ肱北公民館

【受講料】　無料
【申し込み・問い合せ先】大洲市立図書館　☎59－4111

平成31年度生涯学習講座―受講生募集―
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保健センター 大洲市保健センター☎23ｰ0310（大洲地域）
長浜保健センター　☎52ｰ3055（長浜地域）

肱川保健センター　☎34ｰ2340（肱川地域）
河辺保健センター　☎39ｰ2113（河辺地域）

5 月の各種検診（健診） 
　妊婦関係（こんにちは赤ちゃんクラブ）　

5 月の小児在宅当番医は15ページに掲載しています。

　乳幼児関係　
実施日 受付時間 場　所 対　象　者 持参品

14日㈫
午後 0 時45分～

１ 時30分
大洲市
保健センター

４ カ月児健診　  　（平成30年12月生）
▽母子健康手帳
▽アンケート
▽バスタオル

15日㈬ 10カ月児育児相談（平成30年 7 月生） ▽母子健康手帳
▽アンケート
▽ハンドタオル

21日㈫ 1 歳 ６ カ月児健診（平成29年10月生）
28日㈫ ３ 歳児健診　※　 （平成28年 4 月生）

実施日 受付時間 場　所 対象者および内容 持参品

27日㈪ 午後 1 時～
１ 時20分

大洲市
保健センター

【対象者】
出産予定日が 8 月～11月の人

【内　容】
▽お口の健康のお話
▽歯科検診
▽栄養アンケート記入

▽母子健康手帳
▽筆記用具
▽タオル
▽妊婦歯科健診受診票
▽�テキスト（初回参加

時配布されたもの）

※ 3 歳児健診を受ける際は、事前にご家庭でチャイルドノートに掲載してある、目と耳の検査をしてからお越しください。

※唾液チェックのため、午前11時までには、昼食をとり歯磨きをしてお越しください。

　特定健診・がん検診・肝炎ウイルス検診・後期高齢者健診・39歳以下健診　（事前に申し込みください）

　婦人がん検診（乳がん検診・子宮頸がん検診）（事前に申し込みください）

　39歳以下健診（特定健診会場でも今年度より受けられます） ・ 乳腺エコー検査 ・ 子宮頸がん検診（事前に申し込みください）

実施日 受付時間 場　所 内　容・対象者・料　金

23日㈭
24日㈮

午前 8 時30分～11時

大洲市
保健センター

▽特定健診　　　　　　40～74歳の国保加入者／1,000円
　（該当者には 5 月中旬頃に案内状を送付します）
※保険証・特定健康診査受診券・問診票を持参してください。
▽胃がん検診　　　　　40歳以上の人／1,300円
▽肺がん検診　　　　　�40歳以上の人／700円
▽大腸がん検診　　　　40歳以上の人／600円
▽前立腺がん検診　　　50歳以上の男性／2,160円
▽肝炎ウイルス検診　　�40歳以上の人／700円
※75歳以上の人は、前立腺がん検診を除いて無料
▽結核検診（肺がん検診で同時実施）　65歳以上の人／無料
▽後期高齢者健診　　　75歳以上の人／無料
▽39歳以下健診　　　　20～39歳以下の人／ 1,000円
※本人確認のため保険証を持参してください。

28日㈫
29日㈬ 菅 田 公 民 館

30日㈭
31日㈮ 市 民 会 館

実施日 乳がん受付時間 場　所 対　　象　　者
23日㈭
24日㈮

午前 8 時30分～11時
午後 1 時～ 1 時30分

大洲市
保健センター 子宮頸がんの受付時間は、午後 1 時～ 1 時30分

【対象者/料金】
▽子宮頸がん検診　20歳以上の女性／ 1,000円
▽乳がん検診　　　40歳以上の女性／ 1,200円
※75歳以上の女性は無料
※本人確認のため保険証を持参してください。
※クーポン券（今年度）をお持ちの人は持参してください。

28日㈫
29日㈬ 菅 田 公 民 館
30日㈭
31日㈮ 市 民 会 館

14日㈫ 午前 9 時30分～11時
午後 1 時～ 1 時30分

河 辺 基 幹
集 落 セ ン タ ー

15日㈬ 肱川
保健センター

実施日 受付時間 場　所 内　容・対象者・料　金

17日㈮
19日㈰
20日㈪
21日㈫

▽39歳以下健診
　午前 8 時30分～11時
▽乳腺エコー検査
　午前 8 時30分～

11時30分
▽子宮頸がん検診
　午前 8 時30分～10時

大洲市
保健センター

▽39歳以下健診　　　20～39歳以下の人／1,000円
▽乳腺エコー検査　　20～39歳以下の人／4,412円
▽子宮頸がん検診　　20～39歳以下の人／1,000円
※本人確認のため保険証を持参してください。
※39歳以下健診は17日、19日のみ実施です。
※子宮頸がん検診は19日のみ実施です。
※乳腺エコー検査は、17日、19日、20日、21日実施です。
※�乳腺エコー検査・子宮頸がん検診は定員になり次第申し込

み受け付けを終了します。

■健診の申し込み方法については、広報おおず 4 月号に掲載していますのでご覧ください。
※ご不明な点がありましたら、保健センターまでお問い合わせください。
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各種相談ガイド （曜日指定の相談は、祝日・年末年始を除きます）

救急当番病院
曜  日 昼間帯 【午前 8 時30分～午後 5 時30分】 夜間帯 【午後 5 時30分～翌午前 8 時30分】

月・火 市 立 大 洲 病 院（西大洲） 　☎24－2151

水 加 　 戸 　 病 　 院（内子町） 　☎44－5500

木 大洲記念病院（徳　森）
☎25－2022

市立八幡浜総合病院（八幡浜市）
☎0894（22）3211

金～日 大 洲 中 央 病 院（東大洲） 　☎24－4551

大洲喜多休日夜間急患センター
【場　　所】　大洲市東大洲
【電　　話】　0₈93（23）115₆
【診療科目】　内科
【診療時間】　平日・土曜　午後 ₈時～午後11時
　　　　　　日曜・祝日　午前 9時～午後 ₆時

　曜日によって救急当番病院は変わります。昼間・夜間の救急などのご相談は、
その日の救急当番病院にご連絡ください。

※休日や夜間に急に具合が悪くなった人の診察を行います。
　一般の夜間診療所ではありません。

一般歯科・矯正歯科・小児歯科

大洲市東大洲1649-1

土・日も診察しております。
火曜日は訪問診療のため、一般外来は休診

ハロー歯科クリニック

0893-25-1184

歯科用
CT設置

診 療 時 間
午前 10：00～13：00 休診

休診

休診

休診午後 14：30～20：00 18：00

月
● ▲

▲●
●
●

● ●
●

火 水 木 金 土日 祝

人生のリスタートをサポートします ！

弁護士 村上勝也（愛媛弁護士会所属）
借金，夫婦・男女問題，交通事故，相続，成年後見などご相談ください。

村上勝也法律事務所
相談料は（１時間ごと）

個人的なご相談は 5000円（税別） １万円（税別）

そして詳細はウェブサイトへ！ http://www.murakami-law.net
大洲市中村 231愛媛舗道ビル２階 1号
（JR大洲駅から走って 1分・徒歩 2分）

事業者のご相談は

まずはお気軽にお電話ください！ ☎0893ｰ57ｰ6266
一定の資力以下の方には 無料法律相談 もあります。また弁護士費用の 分割払い 制度もあります。

LINE@始めました

▽市民法律相談　※要電話予約
時　 5 月25日㈯　午前10時～午後 4 時
場　大洲市民会館
問　総務課行政係　☎24－1724

▽無料労務相談　※要電話予約
時　 5 月16日㈭　午後 2 時～ 4 時30分
場　大洲商工会館
問　大洲商工会議所　☎24－4111

▽年金出張相談　※要電話予約
時　 5 月 9 日㈭ ・ 23日㈭
　　午前10時～午後 3 時30分
場　総合福祉センター
問　松山西年金事務所　☎089－925－5105

▽行政相談（総務省）
大洲地域
時　 5 月20日㈪　午前 9 時～正午
場　市役所 3 階第 2 会議室
問　総務課行政係　☎24－1724
長浜地域
時　 5 月24日㈮　午後 1 時～ 4 時
場　長浜体育館 1 階会議室
問　長浜支所　☎52－1111
肱川地域
時　 5 月 7 日㈫　午後 1 時30分～ 4 時30分
場　肱川公民館 3 階和室
問　肱川支所　☎34－2311

▽不動産無料相談
時　 5 月15日㈬　午前10時～午後 4 時
場　宅建協会大洲地区連絡協議会
問　ビアスプランニング㈱　☎25－1747

▽人権相談
大洲地域
時　 5 月15日㈬　午前10時～正午
場　平野公民館
時　 5 月20日㈪　午前10時～正午
場　人権啓発課（別館 3 階）
長浜地域
時　 5 月17日㈮　午後 1 時～ 3 時
場　長浜体育館
河辺地域
時　 5 月10日㈮　午前10時～午後 4 時
場　河辺公民館
問　急ぐときは法務局大洲支局
　　☎0570－003－110
　　人権啓発課　☎24－1746

▽子育て相談
家庭児童相談
時　 月～金　午前 8 時30分～午後 5 時15分
場　子育て支援課
問　☎24－5718
家庭教育・子育て相談
時　 月・火・木・金曜日の午前 9 時～午後 4 時
場　 大洲子育てサポートそよ風（喜多小学校内）
問　☎24－4580

▽ おおずふれあいスクール相談
　【不登校・ひきこもりなど】
時　 月～金　午前 8 時30分～午後 5 時15分
場　国立大洲青少年交流の家（自然環境館 3 階）
問　☎24－1414

▽青少年相談
時　 月～金　午前 8 時30分～午後 5 時15分
場　青少年センター（教育委員会内）
問　☎24－7830

▽心配ごと相談
大洲地域
時　〔 一般相談〕毎週月・水曜日
　　〔  法律相談〕
　　　弁護士　※ 要電話予約
　　　毎月第 1 ・ 3 火曜日
　　　司法書士など　
　　　毎月第 2 ・ 4 ・ 5 火曜日・毎週木曜日
　　〔  介護相談〕毎週金曜日
　　 午前10時～正午・午後 1 時～ 4 時
　　※法律相談（弁護士）は午前10時～正午
場　総合福祉センター
問　社会福祉協議会窓口　☎23－0313
　　　　（相談室直通）　　　　☎23－5629
長浜地域
時　 5 月24日㈮　午後 1 時～ 4 時
場　長浜体育館 1 階会議室
問　社会福祉協議会長浜支所　☎52－1194
肱川地域
時　 5 月 7 日㈫　午後 1 時30分～ 4 時30分
場　肱川公民館 2 階青年室
問　社会福祉協議会肱川支所　☎34－2312
河辺地域
時　 5 月10日㈮　午前 9 時～正午
場　河辺老人福祉センター
問　社会福祉協議会河辺支所　☎39－2510

▽物忘れ相談　※要電話予約
時　 5 月30日㈭　午後 1 時～ 2 時
場　総合福祉センター 1 階応接室
問　地域包括支援センター（高齢福祉課内）
　　☎24－1714

27 広報おおず 2019年 5月号



古新聞・古雑誌・ダンボール・
アルミ缶・スチール缶

1kg

２ポイント

ポイントを貯めて
５００ポイントで

商品券と交換
500円分の

0893-25-3329
（有）クリーンセンター 大洲市菅田町菅田甲3051-1

ユーズドショップ亀田

亀 田 質 店
バイパス大洲南出入口（北只
交差点）より旧56号線へ150m大洲店 24-5700

【営業時間】 9：00～20：00 【定休日】水曜日

金・プラチナ高価買取   ブランド品販売
商品券・金券も高価買取 質預りも

当社ホームページ
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　「The ZEN 如法寺もりあげ隊」は、平成28年に開催さ
れた「えひめいやしの南予博」をきっかけに、如法寺の
魅力を発信して、地域全体を盛り上げることを目的に発
足しました。現在は、市内外から集まった41人のスタッ
フで活動しています。主な活動は、坐

ざ

禅
ぜん

体験のＰＲ活動
をはじめ、夏まつりや子ども向けの宿泊イベントなどを
企画しています。
　坐禅体験は、国指定の重要文化財である如法寺仏殿の
禅堂で行われます。初心者向けの説明や指導もあります
ので、初めての人も安心して体験することができます。
　如法寺は、寛文９（1669）年に創建された歴史ある寺
院であり、多くの魅力が詰まった場所です。しかし、最
近は、市民のみなさんの足が遠のき、如法寺の魅力が十
分に伝わっていないのではないかと感じています。私は、
如法寺の魅力が知られることなく廃れてしまうのは、極
めてもったいないことだと思っています。まずは、市内・
市外を問わず、魅力を発信していくことが最重要の課題
です。
　今後は、来訪者を増やすためにも、さまざまな試みを
始めたいと思います。まずは、復興応援イベントとして
夏まつりを７月６日㈯に開催します。如法寺を訪れたす
べての人が「居心地が良い」と思うような空間づくりを
目指しています。ぜひ足を運んでみてください。
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